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電源コンセントはホットとコールドとがあります。DENBA Healthの電源プラグの差し込みにおいてプラグのピンの向きによって性能が違う気がしますが何が原因ですか？という質問がありました。
結論から言うと、その「差し込み向きで性能が違うように感じる現象」は理屈上あり得ます。特にDENBAのような高電圧・電界系機器では影響が出やすい領域です。以下、解説します。


１．コンセントの「ホット／コールド」とは何か
コールド（N）：接地に近い側（理想的には0V、中性線とも言ったりします） ・・・縦が長い方
ホット（L）：電圧が振れている側 ・・・縦が短い方
（解説）
日本の商用電源であるAC100V（交流100ボルト）のコンセントには二つの縦長の穴があり、実は二つの穴にはそれぞれ違いがあります。左側がわずかに長い（約9mm）「接地側（コールド：白線・接地）」、右側が短い「電圧側（ホット：黒線・非接地）」という極性があります（右と左の長さの差は約２mm）。左側には「W (White)」の刻印があることが多く、主にオーディオ機器のノイズ低減やAV機器の安全性を高めるために活用されます。ちなみに「左コールド右ホット」は法律で定められているものの、壁コンセント側が逆のことも普通にありますので特に精密機器を接続する場合にはノイズに注意する必要もあり、必ず検電器で確認することが必要です。
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２．プラグの向きで何が変わるのか
プラグを逆にすると、「機器内部でどちら側が『基準電位（GND的）』になるか？」が変わります。これが本質です。

３．DENBAのような電界発生機器で起きること
DENBA Healthは「高電圧（kVクラス）」、「電流は極小」、「空間に電界を形成する」という特徴
があります。このとき重要なのは「内部回路のどこが『基準電位』として扱われるのか、という点
です。

４．なぜ性能差のように感じるのか（主な原因）
（１）浮遊容量（ストレーキャパシタンス）
機器内部と周囲（床・人体・壁）との間には、微小な容量（pF〜nF）が必ず存在します。
プラグの向きが変わると「高電位側がどちらに寄るかが変わる」、「空間への電界の広がり方が変わる」・・・体感や測定値に差が出る可能性あり
　　（２）筐体電位の変化
筐体が完全フローティングでない場合、「ある向き → 筐体がやや高電位寄り 」、
「逆向き →　筐体が低電位寄り」→  人体との電位差が変わる　→ 「効き方が違う」
と感じやすい。　
　　（３）内部回路の基準点の取り方
電源回路でよくある構成として「片側を基準に整流・昇圧している」、「ノイズフィルタが
片側寄り」があります。この場合想定した極性と逆になると電界の分布が崩れます。
　　（４）漏れ電流の経路変化
安全規格内でも微小な漏れ電流は存在します。プラグの向きで漏れ電流の流れる方向や
人体へのカップリングが変わります。結果としてピリ感・効き感の違いが出てきます。
　　（５）特にDENBAで影響が大きい理由
通常の家電では差が出にくいですが、DENBAは電流ではなく「電界」で作用し、周囲環境に依存しており、さらに言えば接地されていない（多くはフローティング）。これは極性の影響がダイレクトに出やすい。
　　（６）実務的な対策（最良の向きを決める）
電界強度計 or 体感で評価し、良い方を「正方向」として固定 
極性を固定する・・・極性付きプラグ（片刃が大きいタイプ）にする、もしくはマーキング擬似アースを設ける・・・高抵抗（数MΩ〜）で基準電位を軽く固定、またはYコンデンサで対地カップリング。これで向き依存を減らせます。
（７）製品設計的に言うとこの現象は裏を返すと電界の「出方」が電源基準に強く依存している
つまり電界設計がまだ「環境依存型」であり再現性に改善余地あり、という示唆でもあります。

５．まとめ
プラグの向きで違いが出る主な原因は「基準電位の変化」、「浮遊容量の影響」、「筐体電位の変
動」、「漏れ電流経路の変化」の４つです。これらは電界を利用する電気機器では自然に起こり得る
現象です。

参考情報：「向き依存」を完全に潰す回路設計について

「プラグの向き依存を潰す＝どちらに挿しても同じ電界が出る設計」は、DENBAの製品品質を一段上げる重要ポイントです。
１．目的
コンセント極性に依存せず、常に同じ電界分布を作る

２．設計の本質（超重要）
内部に「人工的な基準電位」を作る。外部環境（床・人体・湿度）やコンセント極性も影響されないようにできます。

３．方法①：仮想センター（最も効果大・王道）
（１）回路イメージ
AC(L) ──┬───┐
        　　　　　　　　│      │
       　　　　　　　 CY       CY（Yコンデンサ）
        　　　　　　 　 │      │
　　　　　　 AC(N) ──┴───┘
            　　　　　　 ↓
        　　　　　　仮想GND（中点）
（２）何をしているか
LとNのちょうど中間電位を作る 
この点を基準（GND）として使う 
　 （３）効果
プラグの向きが変わっても常に対称な電界になる 
電界の「片寄り」が消える 
　（４）設計ポイント
Yコンデンサ：1nF〜4.7nF程度（安全規格品） 
漏れ電流：必ず規格内に抑える 
　
方法②：高抵抗バランス方式（安全寄り）
（１）回路イメージ
AC(L) ──┬──R──┐
        　　　　  │          │
                  │         GND（仮想）
                  │          │
　　　　AC(N) ──┴──R──┘
（２）特徴
数MΩ〜数十MΩで分圧 
ほぼ電流は流れない 
　　（３）メリット
超安全（医療機器向き） 
漏れ電流ほぼゼロ 

（４）デメリット
高周波特性は弱い 
電界の安定性は①より劣る 

方法③：シールド＋ドライブ（プロ仕様）
（１）概念
電極の周囲にシールド層を作り、ールドを「同電位で駆動」する
　　（２）効果
外乱（人体・床）の影響を遮断 
電界を設計通りに閉じ込める 
⇒　向き依存ほぼ消滅
（３）難易度
回路・構造ともに難しいが一方では最も「製品として強い」 

方法④：絶縁トランスで完全フロート
（１）内容
一次側と二次側を絶縁 
二次側を完全フローティング 
    （２）重要ポイント
フロートするだけではダメ！！！
必ず仮想GND（①or②）を組み合わせること！

方法⑤：極性固定（簡易対策）
（１）手段
極性付きプラグ採用 
内部でL/N識別 
（２）位置づけ
応急処置 
根本解決ではない 

４．実務でのおすすめ構成（現実解・推奨構成）
（１）一番バランスが良いのは・・・
１）絶縁トランス（二次フロート） 
２）Yコンデンサで仮想GND生成 
３）そのGNDを基準に高電圧生成 
　　（２）上記の推奨構成で対応してみると次のようなことが想定され、「いつでも同じ効き目」に
なるはずです。
１）プラグ向き → 無関係 
２）環境変化 → 影響低減 
３）電界 → 再現性UP 
あらためて考えるべきことは、今の現象の本質である、「向きで変わるということ」は電界が外部に「逃げている」ということ。別の言い方をすると・・・・・
良い言い方 → 空間に広がっている 
悪い言い方 → 制御できていない 
（３）設計の理想
電界のリターンパスを内部で持つことが「いつでも同じ効き目」を実現できる方策です。
これは人体依存性や環境依存性が低くなり、お客様からのクレームや「効き目がない」と
いったお話が少なくなると予想されます。

５．まとめ
「向き依存」を消すには、以下の3つの要件で実現できます。
（１）仮想GNDを作る（最重要） 
（２）電界を対称にする 
（３）外部に依存させない 

６．総論（本質的な話）
この問題は実はチャンスでありDENBAの電界技術は「電界の設計自由度が高い」証拠を持って
いるということになります。つまり・・・
→　医療機器としての再現性 
→　科学的説明力 
→　国際展開 

ここに直結します。
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